SHARR 

陽就。 

IH クッキンヴヒーター 

トッププレート幅 75 Gm トッププレート幅 60 cm 

設置説明書 

が KH - AX 7 W KH - AX 6 W 

KH - AX 7 B KH - AX 6 B 

ビルトインタイプ（単相 200V) 



ち全のにめに必ずお守りください 


•設置の前に、この『安全上のご注意』をよ<お読みの5え正し<設置して<ださい。 

• ここに示す注意事項は、安全に関する重要な内容を記載していますので必ず守ってください。 


給表示の詳しい説明は下記のとおリです。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、『人が死亡または重傷を負5可能性が 
想定される』内容を示しています。 

A ミち意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、『人が傷害を負5可能性及び物的損害 
のかの発生が想定される』内容を示しています。 

0 ( S )(1) 

この絵表示は、してはいけない『禁止の巧為』内容です。 

〇〇 

この絵表示は、必ず実巧いただく『強制指示の行為』内容です。 


設置完了後、試験運おを行い、異常がないことを確認するとともに取扱説明書に沿って、 
お客様に使巧ち法、お手入れの仕方を説明して<ださい。 


A 

言 口 

A 設置はお買い上げの販売店または専門業者に依頼すること 
•設置に不備があると、感電、义災の原因になリます。 

A 設置はこの説明書に従い確実に行ラこと 

•設置に不備があると、感電、义がの原因になります。 

A 設置は機器の重量に十分耐える巧で確実に行ラこと 

•強度不足や取リ付けが不完全な場合、機器の落下によリけがの原因になります。 

A 組み合ねだる電気オーブンレンジは指定機器を使用すること 
•指定]•ソタトで使巧すると、機器の過熱など事故の原因になます。 

• 必ず電気才ーブンレンジの設置説明書に従ってください。 

A 電源は 200 V • 30 AL ソ上の専用回路と漏電しや断器を設置すること 

W また、電源プラグ （250 V -30 A ) に合った専用コン t ントを単独で使用すること 

• 電源回路の容量不足や設置に不備があると感電、义なの原因になります。 

■ • 設置部品は、必ず付属部品または、指定の部品を使用すること 
•異なった部品を使巧すると、機器の落下や感電、义おの原因になります。 

A アースエ事を必ず行ラこと 

9 アース エ事は有資格者による D 種接地工事が必要です 
• アースが不完全な場合には、感電の原因になることがあます。 

^ 絶巧に分辭*修理*改造は行わないこと 
-义巧、けが、感電の原因にな'：)ます。 

A 

ミち意 

fV ) トツププレートに衝撃を加えない、上に栗ったり物を落とさないこと 
\y •ひびび入ったリ割れた場合、異常動作、感電の原因になります。 

^ 試運転中は、トツププレートやグリル扉など高温部に触れないこと 
•やけどのおそれがあリます。 

A ワークトツプの巧料は、耐熱が料の物を使ラこと 

•熱硬化樹脂高圧化粧板 （ J 1 S K 6 90 3) またはこれと同等 U 上の物。 

耐熱性のおい材料を使巧すると、変お-义巧の原因になります。 

※ニス引さの物は変色するため、使わないで<ださい。 
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巧属卽品 

■ 包装巧を取タトし、下記の付属部品をご確認<ださい。 
ヴリルパネルカバー左ち|~ ヴリル扉 


この説明書のイラストは説明用です。 
品番により実際とは異なリます。 


角皿-ち皿ホルター 天ぷ6鍋 


ち田1個 
左用1個 



ヴ U ルパネルカバー 
1個 1個 


り 



水タンク 



取あ説明書 
(お料理集巧さ) 
設置説明書 
ご使用ガイド 


印刷物 




1電気工事および接地工事 


•電気工事は、必ず「法的有資格者」が行って<ださい。 

•電気工事や接地工事は「電気設備巧術基準」、「内線規程」に準じて < ださい。 


■ 電源はブレーカー付き単巧200 V • 30 A の 
専巧回路を設けて<ださい。 

• 兰相200 V (動力電源）は使わないでください。 
(巧障の原因になます） 


■漏電し巧断器は必ず設置して < ださい。 

•漏電しゃ断器：定格電流30 A 、感度電流 15 mA 
推奨漏電しゃ断器：パナソニック電工製 BJS 3022 N ( H 日モジユ-ル)または BSHE 23022(コンパクトタイプ) 

■電源コン它ントを設置してください。 

■単相3線式定格250 V ‘ 30 A (-極接地用） 

• 電源プラヴに合った埋め込みコンたントを使巧してください。 

推奨〕ン它ント：巧エ社製 ME 8586 

パナソニック電工製 WF 3630 B サクなに 

式ぉ願い ) - 

• 電源コードがよじれたリ、負担びかか6ないよ5に 
電源コン它ントの向きにご注意<ださい。 

■電源コード（電源電線およびアース線）は、電源プラヴを 
外したリ切断して直結しないで<ださい。 

漏電やショートによる感電.発义の原因になります。 


■電源コン它ントのおり付け位置は『3システムキッチンとの関係寸法図』を参照ください。 

■ 巧地工事を必ず巧ってください。 （ D 種}ま地工事） 

• コン它ントの一極接地用に配線してください。 

アース線は、ガス管-水道管-避雷針-電話の 
アースには絶巧に接続しないで<ださい。 


■屋内配線巧電線は、単線で線径の2 . 6 mmW 上の物を使用してください。 


A 

奋なか 

言口 


® アースを確実に巧リ巧ける 

故障や漏電のとまに感電する 

アース括続 おそれがあ ij ます。 


コン t ン ト への 差込か方） 



A 


単相100 V では電源スイツチを 
入れて加熱動作をしたとき、 

)王,胃天面表示部ににを T 1 を表示します。 
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[側面図】 


LO 

C\J 

CO 


機器前面/ 




4- R 20 し U 下 


前面よリ奥行20111 miU 上は 
目 OOmm 幅の空間が必要です。 



560 


〔正面図〕 


80±10 



仕切リホ反を使5可能性のある場含 
仕切リす反を絶巧使わない場合 


^1コン它ントの向きに注意してください。 

^ (アース端子を左側に向けて取リ付けてください。 ) 


2製品タトお寸法図 


(注） 品番によリデザインが異なリます。 
[平面図](トツププレート7目 cm タイプ） 


(単位： mm ) 



3システムキッチンとの関係寸法図 


〔取リ付け巧：ワークトップ切リ込か寸法〕 


(単位： mm ) 


★ A 寸法は、ワークトップ前面と 
キたビネット前面(機器前面）との差です。 





這〜等 +V 
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可燃性の壁か6、上記の距離を離して設置できない場さは、 

可燃性の壁等 


P 方熱板 



防义上有効な防熱処理をしてください。 

1 1 cmU 上 

防熱板 


_ A ミ王居 _ 

〇 •製品の金属部びシステムキッチンの金属部と接触する場合は、建造物の壁やの金属（乂タル 
ラスなど）とシステムキッチンの金属部び接軸しないよ5にするか、または、器具の金属部が 
システムキッチンの金属部に接触しないよラに取リ付ける。 

• 本体をタイルやモルタルで塞り込まないよラにする。 

(点巧やアフターサービスの妨げとなります。） 


4設置場所の確誌 


• 义巧予防条例、電気設備巧術基準省を第5 9まに従って設置して<ださい。 

■壁•天并か6の距離 

• 器具は义災予防上、可燃物（木壁•棚）との間を側方10 cmLU 上、後方15 cmLU 上、上方100 cmLU 上 
離してください。また、器具の前面はヴリルを引き出すため、 60 cmLU 上離してください。 

不燃性の壁の場合はその限リではあリまだん。 


周囲が可燃性の壁の場さ 



[消防法基準適台組込形] 


場所 

離隔距離 ( cm ) 

器体上方の左 

10 

器体上方のち 

10 

器体上方の後 

15 

上方 

100 

左方 

0 

ち方 

0 

前方 

— 

下方 

0.5 

/ \ 


前面 


() 内は不燃性の壁または、 
防熱す反を取リ付けた場合。 


(ミ十三44至) 


Tm 巨〕 0 S 



面 

正 

r L 
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5 設置 


設置するとき、本体に傷を巧けないよラにを意してください。 


付属品を取リ出す 

• 本体前面の保護カバーをタトして、 
グリル庫内の付属品を 
取リ化してください。 

取リ出さずに設置した場合、 
付属品がとび化たり、 

ケガをする恐れがあリます。 



電気スーブンレンジと組み含ねだる場含 


本体後面に排気筒貢通巧をあける 

• 本体後面の4箇所をニッパなどで切リ取り、 
巧をあけて < ださい。 

(取外した排気筒貢通部はで要です。） 


A を意 


〇 

確認 


I H クッキンヴヒーター単独設置の場合は、 
排気筒貢通巧はあけない。 

/開□部か6ゴキブリなどの害虫が入リ） 
、器具が巧障する原因になリます。 I 



4箇所 
切り取る 


■本体の設置 

1.電源プラヴをコン它ントに差し込む 

• ワークトツプに傷を付けないよ5に包装巧 
タンボール板などを敷いて<ださい。 

2 .ワークトツプに本体の前面を挿入してか6 
を体をはめ込む 

•本体の左ち运)部を両手で持って、前面をワーク 
トツプ取リ付け巧 I こ挿入してください。 

※はめ込か時、前面をワークトツプに 
当てないで<ださい。 

(スイツチの損傷や前面パネルに傷が付< 
原因とな u ます） 

•本体後面©部をゆっくり降ろしてください。 
トツププレート枠の角を持たないでください。 


ブン ボール 板 
f タト装箱を切断して 
1使用して < ださい。 


電源プラグ 


A を意 


〇 

お詔 


• 本体挿入時に電源コードをワークトップ 
やキトビネットに巧み込まないよラに 
注意する。 

電源コードが損傷し、感電や义巧の 
原因にな u ます。 

• トッププレート枠下面とワークトップ 
のすさ間が、前後左右で巧一である 
ことを確認して < ださい。 

I 煮汁が本体内に入リ機器び故障する1 
、原因にな u ます。 I 



X 器具設置後、テープをタトして<ださい。 

(本体はめ込み時、レールび化てくることがあります） 

ワークトツプ 



' X 器具設置後、テープをタトして<ださい。 
(操作部の損傷防止） 


已 










































































5 設置（つづき) 


設置するとき、本体に傷を巧けないよラにを意してください。 


3 .本体の位置含わだ 

• 付属のヴリルパネルカバー左ちを取り付けて、 
本体が中央にあることを確認してください。 
•キ1^ビネット扉面に本体の前面が合ラよ5に 
調整してください。 


ブリルパネルカバー左 


4 .前固定金具を固定する 


•ネジを締め付けて、固定金具を 
ワークトツプの裏面に固定する。 

X 固定時は、ドライノ s '- の先やお元などで製品 
を傷つけないようにしてください。 

※先の長い（約7 OmmLU 上）ドライバーを 
お使い < ださい。 



レール 部の 
止めテープをタトず 


本体操作部の 
止め テープを タトす 


グリルパネル カバーち 
固を金具 



※ワークトツフの厚みが薄い場含 

• 固定金具はワークトツプの厚みが 
1已〜4 0關に適応します。 

厚み1 5 nini 未満の場合は、当て木を添えて 
<ださい。 



> 

A を意 

〇 

• 固定後、本体を巧して動かないことを確認する。 

• トツププレートが浮いていないことを確認する。 

確認 

/煮汁などが器具内部に入り、器具が ] 


1故障する原因にな IJ ) ます。 1 

> 


巨 





























































































6 設置完了後 


■付属品およびヴリル部の取リ付け 

① 水タンクを入れ、ヴリル扉-ち皿.ち皿 
ホルターを取り付ける。 

② ヴリルパネルカバーを取り付ける。 


■ヴリル扉の取リ付け方 



①つゆ受けトレーを引き化して作業します 



②ヴリル扉のガイドをレールにのだ、 
ヴリル扉上部をつゆ受けトレーの 
「扉合わだライン」に合わだて置< 



⑤ヴリル扉を落とさないよラ、手で支えなが6 
ヴリル扉下部を支点に先端を起こす 



④「わチツ」と音が 
鳴るまで起こす 



⑤ち皿ホルダーを巧け、巧皿をのだる 


ち皿ホルダーは、 

奥側を庫内にのだる 



最後に、扉がお実に閉まるかお認してください。 

閉ま6ないとさは、正しく取リ巧け5れていまだん。 
再度、はずして、巧け直してください。 


■ヴリルパネルカバーの取り付け方 


凹部 


ツメの巧に 

凸部をはめる。 （4 か巧) 



前面を押し込か中央び 
浮いていないかお認する。 



■取 U タトし方 



操作部を開き、マイナスドライバーで 
ねじるよラにちちのツメを外す。 （4 か巧） 
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7 設置終了後の確認 

■々の手順で確認し、チェック欄に EP をしてください。 


確認事項 

チェック 

電気工事 

• 漏電しや断器び設置されていること 

•接地工事がされていること 


包装材の取り外し 

• ヴリル扉-グ U ル庫内に包装巧がないこと 


付属品などの 
取リ付け 

• ヴリル扉-ち皿-ち皿ホルダー-水タンクの取リけけ 
• ヴリルパネルカバー左ち-ヴリルパネルカバーの取り付け 
• 前固定金具の取付け 


タト 観 

• トッププレートが浮いていないことを確認する 


試験運転 

取扱説明書をご 
確認ください。 

• 電源電圧び単相3線式200 V であることを確認する 


ド 単相100 V では、電源スイッチを 単相20 0 V に接続しても 1 

入れて加熱動作をしたとさ、 => 表示が消えない場合は 

天面表で邹(し | C 6 11を表でします。 故障です。 

•電源を入れる （2 巧程度巧す） 与電源ランプが点なする 

X 天面表示部（中央）に"デモ"表示が出ていた 6 . 

デモモードに設をされており、加熱出力びでまだん。 

グ IJ ル操作部（カンカ''ル-ドケット部）を開け、レンジフードの 
『切』キーを"ピッ"と音び鳴るまでが少しソ上押し、 

さ 5 に 4 回押してデモモードを解除する。 （ 『デモ』表示が消えたのを確認） 


をヒーターの動作チェックをする 

X ' 1 H ヒーターは鍋を置かないで操作した場合、鍋無し自動 OFF 機能が 
はたらいて、約 1 分後に自動的に通電を停止します。 


左ち1 H ヒータ ー、 中央1 H ヒーターは、調節キー 「V へ」 および 
「切/スタート」キーを操作して作動を確認する 

•水を入れた鍋を置いて、お湯を沸かす 

义 「自動メニュー」キーを押し、 r 揚げ物」を選巧して、作動お認をした 
場合、お湯び;'弗く前に通電を停止しますが、異常ではあリまだん。 

•確認後は、「切/スタート」キーを巧して r 切」にする 


グリルは、調節キー 「V へ」 および「スタート」キーを操作して 
作動を確認する 

• ブリルの中が熱くなることを確認する 
•確認後は、「切」キーを押して「切」にする 


• 電源を切る 与 電源ランプが消けする 


タト観仕上げ 

• トッププレートがミちれていないことを確認する 


総消費電力の切リ替えについて 

本製品は、総消費電力を 5.8 kW ( 工場化巧時の設定）- 4.8 kW の2段階に切リ替えることができます。 
ブレーカーの容量不足などで、ご使巧上、不便びあるとき1こ選べます。 

♦ 切リ替え （ 5.8 kW 气 4.8 kW ) 方法 ♦ 

1. ヴリル操作部の、レンジフード 「切」 キーと 「々.切/入 」 キーを同時に4秒 LU 上押した後、 

レンジフード 「々.切/入 」 キーを4回巧す。 与 ヴリル操作部に已800が点灯する。 

2. ヴリル操作部調節キー「 V 」を巧す。づヴリル操作部が4 8 0 0の点巧に切り替わる。 

3. 切り替え設定後、「確定」キーを押し、電源スイッチを切る。づ 4.8 kW に切リ替え完了。 

• 設定を元に戻す場合は、上記1 〜 3の操作を再度おこなつてください。 

(1. 48 0 0が点灯づ 2. 5 800を選択づ 3. 「確定」キーを巧し、電源スイッチを切る。） 


■試験運転後は、必ず電源スイッチを「切」にしてください。 

•試験運転に付属の天ぷ6鍋を使用したときは、必ず水を捨て、さびを 
防止するためよくふいてください。 

•設置完了確認後、保証書に必要事項を記入のラえ、この説明書とともに 
お客様へミ度していただき、保管のお願いをしてください。 


ミ化巧*^マ 
己又 iM フ I ： J 

確認者巧 


シャープ株式会社 


本 社干 545-8522 

健康‘環境システム事業本部干 581-8585 


大阪市阿倍野区長池町22番22号 
大阪府八屋市北亀井町 3 T 目1番72号 
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